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１ 

平成１５年度より各２年間二次に亘り、各々「集中改善期間」「重点強化期間」とする地域密着型金融推進計画を展開し、平成１８

年度をもって完了いたしました。 

地域密着型金融すなわち地域に密着した長期間にわたる取引関係に基づく金融取引を強化し、中小企業の再生と地域経済の

活性化に資するための取組みは、まさしく当金庫の基本方針「富山信用金庫は信頼され親しまれる金融機関として郷土の繁栄と中

小企業の発展に奉仕する」の遂行に他ならないものと考えております。 

二次に亘る推進計画に掲げた諸施策については概ね計画通りに進捗し、事業再生・中小企業金融の円滑化、経営力の強化、地

域の利用者の利便性向上に向けて、着実に成果が上がったものと評価しております。また、自己資本比率や中小企業金融の円滑

化にかかる数値目標についても、目標を上回ることができました。 

しかしながら、地域内の経済環境・お客さまの評価等を踏まえると、なお改善の余地を残しており、これまで整備してきた態勢をよ

り強化・充実させるとともに、蓄積してきたノウハウや研修等の成果をいかんなく発揮して将来を見据え一層の具体的成果を目指し

ていくことが重要であると考えております。 

また二次に亘る計画期間内において、わが国経済は着実に回復軌道を辿ってまいりましたが、地域間格差、業種格差、企業規

模格差は一段と拡大し、現在に至っております。 

このような環境変化の中で、中小地域金融の果たすべき役割は更に高まり、地域密着型金融の推進についても、時限的な取組

みでなく長期的な事業としての恒久的な取組みが求められることとなったものです。 

 

 

 集中改善期間 

（平成１５、１６年度） 

Ⅰ.中小企業金融再生に向けた取組み 

Ⅱ.健全性確保・収益力向上等に向けた取組み

重点強化期間 

（平成１７、１８年度） 

１.事業再生・中小企業金融の円滑化 

２.経営力の強化 

３.地域の利用者の利便性向上 

ノウハウの蓄積

反省点 

恒久的取組み 

（平成１９年度～） 

１. ライフサイクルに応じた取引先企業の支援 

２. 事業価値を見極める融資手法をはじめ中小

企業に適した資金供給手法の徹底 

３. 地域の情報集積を活用した持続可能な地域

経済への貢献 

取組みの高度化 

態勢整備 

１．本推進計画の趣旨 
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今後恒久的な取組みとして地域密着型金融を推進し、成果を上げるため以下の態勢整備を図ります。 

（１） 収益向上につながる取組態勢 

 取組みの推進が、ひいては当金庫の収益向上につながるよう、ガバナンス、リスク管理等に加え、収益管理やＩＴの活用を

徹底いたします。また収益向上のために単なる経費節減を図るだけでなく、収益機会に応じた経営資源の「選択と集中」を図

ります。 

（２） 中期経営計画等への明示と職員への周知徹底 

 地域密着型金融の推進に関する基本的な方針を経営の中期経営計画等に明確に示すとともに、その方針に基づき業務

が遂行されるよう職員に対する周知徹底を図ります。 

（３） 適切な情報開示 

 地域密着型金融に関する取組みについて利用者が適切に評価できるよう、ホームページ、店頭縦覧等を通じ、適切に情

報開示を行います。 

（４） 人材の育成と活用 

 目利き機能の向上をはじめ、地域の利用者のニーズに対応できる十分な金融手法や各種事業の知識を持った人材の育

成や活用を図ります。 

（５） 外部専門家等の関係者との必要な連携 

 地域密着型金融において求められる内容が高度化、多様化する中で、地方公共団体、商工会議所、商工会、中小企業再

生支援協議会、事業再生の外部専門家等の関係者との必要な連携を図ります。 

（６） 利用者からの評価を業務に反映するための態勢整備 

 個人顧客のクレーム対応等に留まることなく、法人企業を含めた利用者ニーズを的確に把握した上で経営戦略へフィード

バックを行い、利用者からの評価を業務に適切に反映するための態勢整備を図ります。 

２．取組態勢 
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（１） ライフサイクルに応じた取引先企業の支援 

 創業支援・新事業支援 

中小企業基盤整備機構のファンドをはじめとする業務提携（業務提携済み） 

産学官・金のコラボ産学官富山支部事業計画の支援 

経済産業省の推進する技術評価等と連携した取組み 

とみしん創業支援資金の活用 

 経営改善支援 

商工会議所が実施している支援制度の活用 

情報機能やネットワークを活用したビジネスフェアの開催 

国・地方公共団体との連携による中小企業施策の活用 

 事業再生 

中小企業再生支援協議会の活用 

整理回収機構の企業再生スキームの活用 

信用保証制度の適切な活用も踏まえたＤＩＰファイナンスの活用 

 事業承継 

相続対策コンサルティングやＭ＆Ａの仲介 

中部経済産業局委託による「地域力連携拠点」事業への取組み 

（２） 事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 

 目利き能力の向上 

取引先企業への実地研修の実施 

融資渉外者の研修（中小公庫との業務提携による講師派遣・ＴＫＣとの連携による講師派遣） 

外部研修への派遣と復講の実施 

３．具体的取組み 
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 財務諸表の精度が相対的に高い中小企業に対する融資商品の推進 

 動産・債権譲渡担保融資の実施 

 各種ファンドの活用（コラボ産学官・新世紀産業機構のファンド、地域支援ファンド） 

 ＣＬＯの活用 

 シンジケートローンの活用 

 介護業を専門とする審査担当者の育成 

 中小企業基盤整備機構・商工会議所との連携による出前経営相談の実施 

（３） 地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 

 富山市が推進する街づくりに対する支援（役員の派遣等） 

 富山市交通整備事業に対する支援（出資） 

 市中心街活性化事業に対する支援（出資・融資） 

 中小企業再生支援協議会の活用 

 情報機能やネットワークを活用したビジネスフェアの開催 

 国・地方公共団体との連携による中小企業施策の活用 

 商工会議所等の実施する行事への支援・協力 

（富山市ヤングカンパニー賞審査員の派遣、インターンシップ研修生の受け入れ） 

 次代を担う若い世代への金融知識の普及 

 コミュニティー・ビジネスやＮＰＯへの支援（ＮＰＯローン） 

 ＰＦＩ事業への取組み 

 相談能力向上 

 融資コンサルタント研修への職員の派遣 

 多重債務者問題に対応できる職員の育成 

 多重債務者相談窓口の設置 
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項 目 目 標 計 数 考 え 方 

コラボ産学官富山支部会員の拡大 会員数 １５０名  

経営改善支援取組み先 ３０先  

財務諸表の精度が相対的に高い中小企業

に対する融資商品 
３０先 １５０百万円 中小企業の資金調達手法の多様化等に向けた取組みの推進 

スコアリングモデルを活用した融資商品 １５先  ５０百万円  

中小企業基盤整備機構・商工会議所との連

携による出前経営相談の実施 
年２回 １２店舗  

不良債権比率 ６％台  

 

４．目標とする計数（２０年度） 


